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本校は県教育委員会より「進学指導重点校」並びに「ＳＴＥＡＭ教育推進校」として指定を受けてい

ます。「ＳＴＥＡＭ」とは、Science、Technology、Engineering、Arts、Mathematics の頭文字を組み

合わせた言葉です。ＳＴＥＡＭ教育において、生徒の数学的、科学的な基礎を育成しながら、想像的・

創造的なアプローチで、現実社会に存在する問題に取り組む力を育成していきたいと考えております。 
 

 

ＳＴＥＡＭ教育の一環として、様々な取り組みを行っていますが、ここでは本校の数理科学科で実

施している課題研究に関連した取り組みを紹介します。 

 課題研究を行う準備として、１年次には特別講義において自然科学（生物・化学・物理・数学）、人

文科学（地理・歴史）の各分野で共通のテーマを定め、そのテーマに関する講義を通じて考察を深めま

す。昨年度までは、「水」をテーマに特別講義を行いました。同じテーマのもと、それぞれの教科の視

点から課題を捉えることにより、教科横断的な思考力を育てます。今年度のテーマはＳＤＧｓです。ま

た、出前講座では、大学の先生から最先端の研究を学びます。そして、いよいよ課題研究となります。

１年次の後半に課題研究のテーマを決め、５人程度の班で研究を行います。２年次になると、前半のお

よそ半年間で実験や調査を行い、後半には中間報告会を挟み、課題研究発表会を実施します。課題研究

発表会では研究の成果を論文にまとめ、パワーポイント等を使って発表します。この課題研究を通し

て、コミュニケーション能力や協調性、プレゼンテーション力が身につき、大学や社会での活躍が期待

されます。 

 

 

 

 

 

    特別講義（１年次）      課題研究（２年次）     課題研究発表会（２年次） 
 

 

・大学の先生の講義は、最先端の科学はここまで進んでいるのだな、と驚き、とても刺激になりまし

た。私も研究者になり、社会貢献の一端を担えるようになりたいと思いました。 

・研究のテーマを決めるところから、研究方法、発表をするところまで、班の仲間と協力して行う課題

研究は高校生活の思い出のひとつです。研究の途中で上手くいかないことがあっても、それを乗り越

える力が身につきます。 

・大学に入学すると、課題でレポートを書く機会が多くあります。数理科学科の課題研究で論文を書

いた経験から、レポートの書き方のコツがわかっていたのでレポートをまとめるのがとても楽でした。

また、学んだ中身をみんなの前でプレゼンテーションする機会も多いのですが、私は課題研究で経験

していたので戸惑いもなく、数理科学科でよかったなと思います。(卒業生) 
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